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【アサガオ】のふしぎ
私たちにとって身近な愛玩動物や鑑賞植物たち。しかしその正体を紐解いてみれば不思議〈ヴンダー〉の世界が広がっている。

今回は「朝顔」の知られざる数多の「顔」。

　アサガオ Ipomea nil は多くの人にとって最初に触れる植物ではないだろうか。代表的な夏の風物詩

であり、夏休みの象徴のような植物だが、「怪獣」のような異形のアサガオをご存知だろうか。

　変化朝顔と呼ばれるそのアサガオたちは江戸時代（1800 年代）に現れ、その奇怪な容姿が江戸

期の人々の心を捉え、園芸植物史上でも類を見ないほどの奇想天外が追求されてきた。あるものは花

弁が裂けておなじみの丸さがなくなり（「立田」、「柳」など）、またあるものは花弁や葉の裏側をつくる

ことができなくなり、本来裏側になるはずの構造が表側のそれになってしまう（「獅子」、「笹」など）。

花弁が萼に、雄蕊が雌蕊に変じてしまう（「無弁花」）ものもある。こうした花形態が大幅に変化する

品種は種子を作ることすらできないものも多い。しかし、メンデルの法則を応用し種子を作れる兄弟を

保存することで、一定の確率で次世代にそうした種子を作れない表現型のアサガオを継承することがで

きるのだ。アサガオが奇抜なら、それを継承する人間の執念もまた驚くべきものだ。

　こうした奇抜な変異の多くは、トランスポゾンと呼ばれる「動く遺伝子」によって生まれたと考えられ

ている。トランスポゾンとは、「トランスポザーゼ」と呼ばれる転移酵素の遺伝子によって、トランスポ

ゾンの配列自身を切り出してゲノム中の別の配列中に挿入することができる塩基配列である。このトラン

スポゾンがゲノム中を「移動」し、遺伝子領域に挿入されることで変異がもたらされ、表現型の変化が

現れることがあるのだ。トランスポゾンが転移する際、もとの領域に痕跡を残すことがある。この痕跡

を辿ったところ、日本のアサガオは１本の紫色の絞り花のアサガオに由来することが示唆されるという。

　さらにアサガオでは TpnA2 というトランスポゾンが唯一、転移酵素のコード配列を保持しており酵素

生産が可能である。一方で、TpnA2自身は切り出しに関連する配列に欠失があり転移できない。あるとき、

抑制されていた TpnA2 の転移酵素が活性化した。これが他のトランスポゾン配列（転写酵素の配列は

機能していない）に作用することで転移を促し、日本系統に見られる様々な変異を生み出すことにつな

がった。 TpnA2 はアジア系統に普遍的に存在しているが、動いているのは日本の系統だけである。

　こうして次 と々変異体が生まれ、江戸期の園芸家たちは遺伝学の知識もなく複雑な表現型を生み出

した。失われた系統も多くあったが、当時の変化アサガオはトランスポゾンとともに今日まで受け継がれ

ている。アサガオは身に宿した因子によって姿を変える千変万「花」のシェイプシフターなのだ。
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Figure 1.　ホワイトボードでお土産を配る。
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